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権
田
直
助
関
連
二
題

東
京
都
羽
村
市

山
口
正
義

草
莽
の
志
士
、
あ
る
い
は
草
莽
の
国
学
者
・
権
田
直
助
。
多
く
の
史
料

と
、
多
く
の
解
説
資
料
が
あ
り
、
今
更
何
を
述
べ
る
の
か
と
思
わ
れ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
述
べ
よ
う
と
す
る
二
題
は
、
い
ず
れ
も
直
助
を
直
接
語
る
も
の

で
は
な
く
傍
証
的
な
も
の
で
あ
る
。
一
題
目
は
た
ま
た
ま
見
た
「
薩
邸
事

件
略
記
」
の
成
り
立
ち
に
言
及
す
る
も
の
、
二
題
目
は
直
助
宅
に
宿
泊
し

て
周
辺
を
尋
ね
歩
い
た
紀
行
文
の
紹
介
で
既
に
公
知
の
事
実
の
内
容
。
筆

者
に
と
っ
て
偶
然
知
っ
た
二
題
は
新
鮮
な
内
容
で
あ
っ
た
。
共
に
一
般
に

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
と
思
い
、少
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

一
、
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
の
「
薩
邸
事
件
略
記
」

（
一
）「
薩
邸
事
件
略
記
」
に
遭
遇

八
王
子
の
住
吉
神
社
（
片
倉
城
跡
公
園
内
）
に
あ
る
算
額
を
見
学
し
た

帰
り
道
、
何
気
な
く
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
に
寄
っ
て
み
た
。
そ
こ
で
展

示
内
容
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
て
い
る
と
、
突
然
あ
る
資
料
の
冒
頭
部
分
に

釘
付
け
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

「
小
嶋
満
将
落
合
直
亮
権
田
直
助
等
ハ
同
主
義
ノ
為
メ
ニ
無
二
ノ
親
友
…
」

マ

マ

筆
者
は
権
田
直
助
に
関
し
て
多
く
を
知
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
資
料
名
は
「
薩
邸

事
件
略
記
」
と
あ
り
、「
江
戸
薩
邸
略
図
」
と
と
も
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

（
１
）

脇
の
解
説
に
は

「
慶
応
三
年
（
一

八
六
七
）
十
二

月
、
討
幕
派
は

武
力
討
伐
の
き

っ
か
け
を
つ
く

る
た
め
、
江
戸

薩
摩
藩
邸
を
拠

点
に
江
戸
市
中

の
擾
乱
を
計
画

し
、
さ
ま
ざ
ま

な
挑
発
行
動
に

及
ん
で
い
た
。

そ
れ
に
対
し
、

幕
府
側
が
浪
士

討

伐

を

決

定

し
、
薩
邸
を
襲

撃
、
焼
き
討
ち

に
及
ん
だ
。
こ

の
と
き
、
薩
邸
の
浪
士
隊
副
総
裁
が
落
合
直
亮
で
、
事
件
の
模
様
を
綴
っ

な
お
あ
き

た
も
の
が
、『
薩
邸
事
件
略
記
』『
江
戸
薩
邸
略
図
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
」
と
あ
っ
た
。

一
方
、
薩
邸
事
件
略
記
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
『
相
楽
総
三
関
係

史
料
集
』
と
い
う
刊
本
の
中
に
「
薩
邸
事
件
略
記
」
と
い
う
一
章
の
あ
る

（
３
）

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
「
薩
邸
事
件
略
記
」
は
ど
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
気
に
な

っ
た
の
で
、
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

図１．「薩邸事件略記」（２）（文中の「Ｂ」の資料）
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（
二
）『
相
楽
総
三
関
係
史
料
集
』
の
「
薩
邸
事
件
略
記
」

『
相
楽
総
三
関
係
史
料
集
』
の
中
の
「
薩
邸
事
件
略
記
」
を
「
Ａ
」
と

し
よ
う
。

「
Ａ
」
の
概
要
は
、
西
郷
隆
盛
の
関
東
擾
乱
策
に
乗
っ
て
小
島
将
満
・

落
合
直
亮
・
権
田
直
助
等
が
薩
摩
藩
邸
に
集
ま
り
浪
士
を
中
心
に
隊
を
作

る
処
か
ら
、
関
東
周
辺
の
攪
乱
作
戦
、
幕
府
側
に
よ
る
薩
邸
焼
き
討
ち
と

浪
士
の
脱
出
、
西
郷
と
の
面
談
な
ど
が
略
記
さ
れ
て
い
る
興
味
深
い
内
容

で
あ
っ
た
。
こ
の
中
に
権
田
直
助
の
名
は
最
初
の
方
に
三
ヶ
所
、
終
わ
り

の
方
に
一
ヶ
所
出
て
来
る
。

因
み
に
、
小
島
将
満
は
相
楽
総
三
の
こ
と
で
後
の
赤
報
隊
の
隊
長
、
落

合
直
亮
は
八
王
子
駒
木
野
の
小
仏
関
所
の
関
守
の
家
系
で
、
直
亮
・
直
澄
・

直
言
の
兄
弟
三
人
は
国
学
を
学
び
共
に
討
幕
運
動
に
関
係
し
て
い
る
。

こ
の
資
料
の
最
初
の
部
分
を
参
考
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

「
小
島
将
満
、
落
合
直
亮
、
權
田
直
助
等
ハ
同
主
義
ノ
為
メ
ニ
無
二
ノ

親
友
ナ
リ
、
常
ニ
往
来
シ
テ
朝
家
ノ
衰
頽
ヲ
歎
キ
、
幕
府
ノ
専
横
、
外
夷

ノ
跋
扈
ヲ
怒
リ
如
何
ニ
シ
テ
カ
王
政
ニ
復
シ
皇
威
ヲ
海
外
ニ
輝
カ
サ
シ
メ

ム
ト
日
夜
苦
慮
ス
ト
雖
モ
微
力
宿
意
ヲ
達
ス
ル
期
ト
テ
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。

慶
應
三
年
八
月
薩
土
ノ
諸
士
續
々
京
都
ニ
馳
上
リ
國
事
ニ
盡
力
ス
ト
聞
テ

将
満
直
チ
ニ
上
京
シ
錦
小
路
其
他
公
卿
及
薩
土
二
藩
ニ
往
来
シ
西
郷
吉
之

助
ト
結
ビ
遂
ニ
江
戸
薩
邸
ヲ
以
テ
浪
士
ノ
屯
集
所
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

（
略
）

同
年
十
月
上
旬
将
満
京
都
ヨ
リ
下
向
ス
直
亮
直
助
等
ト
謀
ル
所
ア
リ
テ
、

諸
有
志
ノ
徒
ヲ
引
卒
シ
テ
江
戸
芝
三
田
薩
邸
ニ
屯
集
シ
糺
合
方
（
学
校
ノ

名
）
ヲ
以
テ
本
營
ニ
充
ツ
其
主
領
左
ノ
如
シ

総

監

小
島
四
郎
将
満

變
名

相
樂
総
蔵

副
総
監

落
合
源
一
郎
直
亮

仝

水
原
二
郎

大
監
察

權
田
直
助

仝

苅
田
積(

穂)

ナ
リ

（
注
１
）

同

齋
藤
養
斎

仝

科
野
東
一
郎

総
人
員
凡
五
百
人
出
入
不
定

此
時
薩
ノ
本
藩
ハ
大
概
帰
國
又
ハ
上
京
シ
テ
止
マ
ル
モ
ノ
ハ
僅
カ
ニ
留
守

居
添
役
關
太
郎
外
二
三
十
人
ニ
過
キ
ズ
貴
重
ナ
ル
財
貨
ハ
悉
ク
輸
シ
去
リ

僅
カ
ニ
数
千
金
ト
木
石
其
他
雑
貨
ノ
運
搬
ニ
不
便
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
残
シ
置
浪

士
ノ
軍
資
ニ
充
ツ
（
以
下
略
）」

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
当
時
の
様
子
が
か
な
り
わ

か
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、「
Ａ
」
の
出
典
を
調
べ
て
み
よ
う
。

『
相
楽
総
三
関
係
史
料
集
』
の
「
書
目
解
題
」
に
は
、
「
木
村
亀
太
郎

氏
（
筆
者
注
、
相
楽
総
三
の
孫
）
蔵

こ
れ
は
落
合
直
亮
が
後
年
手
記
し
て

家
に
残
し
置
き
た
る
も
の
（
落
合
家
に
は
今
原
本
な
し
本
巻
は
木
村
家
の

写
に
よ
る
）」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
落
合
直
亮
（
明
治

年
没
、

歳
）
が
後
年
（
維
新
後
、
但

28

67

し
何
時
か
は
不
明
）
、
記
憶
を
た
ど
っ
て
「
薩
邸
事
件
略
記
」
を
作
成
し

た
が
後
に
所
在
不
明
に
な
っ
た
。
落
合
の
作
成
し
た
も
の
を
写
し
、
そ
れ

が
活
字
に
な
っ
て
「
Ａ
」
に
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
「
草
莽
落
合
源
一
郎
覚
書
」（
高
木
俊
輔
、『
東

（
４
）

国
民
衆
史
』
第
５
号
）
の
（
注
９
）
に
、
「
落
合
が
残
し
た
手
記
に
『
薩

邸
事
件
略
記
』
が
あ
る
。
人
名
録
は
丹
念
に
記
し
た
原
本
が
あ
っ
た
と
い

う
が
、
薩
邸
焼
打
事
件
の
時
品
川
方
面
へ
逃
げ
る
途
中
で
失
く
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。後
に
な
っ
て
記
憶
を
た
ど
っ
て
作
製
し
た
仮
人
名
録
と
『
薩

邸
事
件
略
記
』
は
、
と
も
に
相
楽
総
三
の
孫
に
あ
た
る
木
村
亀
太
郎
が
写

し
て
置
い
た
も
の
が
、
現
在
下
諏
訪
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

落
合
の
原
本
は
、
と
も
に
今
は
見
ら
れ
な
い
」
、
と
あ
る
。
写
し
た
時
期

は
不
明
だ
が
、
木
村
亀
太
郎
は
明
治

年
生
ま
れ
な
の
で
、
少
な
く
と
も

22
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明
治

年
以
降
の
こ
と
だ
ろ
う
。

40
な
お
、
写
し
が
下
諏
訪
博
物
館
（
筆
者
注
、
現
在
「
下
諏
訪
町
立
諏
訪
湖
博

物
館
・
赤
彦
記
念
館
」
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
の
で
同
館
に
問
い
合

せ
た
り
、
ま
た
訪
ね
た
り
し
た
が
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
三
）
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
の
「
薩
邸
事
件
略
記
」

そ
れ
で
は
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
の
「
薩
邸
事
件
略
記
」
（
こ
の
資
料

を
「
Ｂ
」
と
す
る
）
は
ど
の
よ
う
な
資
料
な
の
か
。
ま
ず
八
王
子
市
郷
土

資
料
館
に
お
願
い
し
て
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。
資
料
の
全
体
は

版
で

B4

19

枚
（
原
文

丁
）
。
こ
の
う
ち
「
薩
邸
事
件
略
記
」
は

丁
余
り
で
、
残

18

15

り
は
「
徳
川
前
将
軍
ヨ
リ
万
石
以
上
へ
達
シ
ノ
写
」
等
の
付
足
り
で
あ
る
。

本
文
は
修
正
追
記
な
ど
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
読
む
の
に
苦
労
す
る
。
そ

し
て
本
文
に
入
る
前
に
は
、

「
浪
士
は
義
士
ニ

改
ム
へ
し
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
直
亮
の
思
い
の
表
れ
か
、
そ
れ
と
も
直
澄
の
気
持
ち
か

迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
本
文
の
最
後
に
は
、

「
以
上
磯
崎
伍
太
郎
ニ
命
シ
筆
記
セ
シ
ム
」

と
あ
る
。
さ
ら
に
後
文
に

「
今
日
二
十
餘
年
の
昔
時
ヲ
懐
回
顧
ス
ル
ニ
夢
ノ
如
シ
薩
邸
事
件
の

如
き
其
顚
末
を
詳
に
す
る
も
の
な
し
然
し
て
そ
の
主
領
た
る
も
の

獨
直
亮
の
存
在
せ
る
の
ミ
茲
に
そ
の
顚
末
の
亡
ひ
む
こ
と
を
惜
し

ミ
聞
可
る
ま
ゝ
に
そ
の
大
畧
を
記
し
置
く
も
の
也

明
治
二
十
三
年
十
月

落
合
直
澄
」

と
あ
る
。

後
文
は
、
明
治
二
十
三
年
十
月
に
直
亮
の
弟
直
澄
（
国
学
者
、
明
治
24

年
没
、

歳
）
が
、
存
命
中
の
直
亮
に
聞
き
書
き
し
た
と
い
う
意
味
で
あ

51

ろ
う
。
直
亮
六
十
二
歳
、
直
澄
五
十
歳
の
時
で
あ
る
。

本
文
に
修
正
追
記
な
ど
が
多
い
の
は
、
思
い
出
し
な
が
ら
喋
っ
た
内
容

を
書
い
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
本
文
と
修
正
追
記
の
字

体
が
異
な
る
よ
う
に
思
え
る
。
「
磯
崎
伍
太
郎
ニ
命
シ
筆
記
セ
シ
ム
」
と

あ
る
か
ら
本
文
は
磯
崎
伍
太
郎
に
筆
記
さ
せ
、
修
正
追
記
は
直
澄
が
行
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
磯
崎
伍
太
郎
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
不
明
だ
が
、
直

亮
、
ま
た
は
直
澄
の
門
人
か
関
係
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
文
と
修
正
追

記
は
字
体
が
似
て
い
て
直
澄
の
筆
に
よ
る
も
の
の
可
能
性
大
で
あ
る
。

追
記
の
中
に
は
、
少
し
長
文
の
力
士
陣
幕
久
五
郎
の
こ
と
も
あ
る
（
薩

摩
藩
お
抱
え
力
士
の
横
綱
陣
幕
久
五
郎
が
薩
邸
焼
打
ち
の
急
報
を
京
都
の

薩
摩
藩
邸
に
届
け
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
）
。
こ
れ
に
は
（
明
治
廿
三
年

十
二
月
一
日
ノ
讀
賣
新
聞
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
新
聞
記
事
を
見
て

の
追
記
で
あ
ろ
う
。
字
体
は
こ
れ
も
素
人
判
断
だ
が
直
澄
本
人
に
よ
る
よ

う
に
思
え
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
主
領
の
名
前
に
住
所
肩
書
が
添
え
て
あ
る
こ
と
だ
。

例
え
ば
直
助
の
場
合
、
「
武
州
入
間
郡
毛
呂
本
郷
醫
師
」
と
あ
る
。
但
し

朱
色
の
取
消
と
思
わ
れ
る
線
が
あ
る
。具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
図

１
参
照
）。

赤
坂
三
分
坂

幕
府
麾
下
酒
井
金
之
丞
家
臣

総
監

小
嶌
四
郎
将
満

變
名

相
樂
総
蔵

武
州
駒
木
野
駅
関
吏

副
総
監

落
合
源
一
郎
直
亮

變
名

水
原
二
郎

武
州
入
間
郡
毛
呂
本
郷
醫
師

監
察

權
田
直
助

變
名

苅
田

積

信
州
上
田
醫
師

同

齋
藤
養
斎
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變
名

科
野
東
一
郎

と
こ
ろ
で
、
実
は
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
に
は
薩
邸
事
件
関
係
の
史
料

が
、
「
Ｂ
」
の
他
に
も
う
二
編
あ
る
こ
と
が
後
に
わ
か
っ
た
。
そ
の
一
つ

は
「
江
戸
薩
邸
事
件
略
記
」
で
あ
り
（
こ
れ
を
「
Ｃ
」
と
す
る
）
、
も
う

一
つ
は
「
薩
邸
事
件
」
で
あ
る
（
こ
れ
を
「
Ｄ
」
と
す
る
）
。
こ
れ
ら
三

編
は
何
れ
も
落
合
家
文
書
で
あ
る
。

「
Ｄ
」
は

丁
で
、
作
成
時
期
作
成
者
と
も
不
明
だ
が
、
書
き
方
・
内

17

容
と
も
少
々
雑
で
、
「
Ｂ
」
に
比
べ
れ
ば
抜
け
の
個
所
も
多
い
。
こ
こ
で

の
論
評
の
対
象
外
と
す
る
。

「
Ｃ
」
は

丁
で
、
本
文
の
他
に
、「
Ｂ
」
と
同
じ
追
加
（
付
足
り
）、

19

そ
れ
に
小
島
将
満
・
権
田
直
助
・
斎
藤
養
斎
・
西
山
謙
之
助
・
小
川
節
斎

（
竹
内
啓
）・
落
合
直
亮
の
略
歴
が
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
「
Ｂ
」
に
あ
る
「
浪
士
は
義
士
ニ

改
ム
へ
し
」
「
以
上
磯
崎
伍
太

郎
ニ
命
シ
筆
記
セ
シ
ム
」
は
な
い
。
後
文
は
、

「
今
二
十
餘
年
の
昔
時
を
回
顧
す
る
に
夢
の
如
し
薩
邸
事
件
の
如
き

其
顚
末
を
詳
に
す
る
も
の
な
し
然
し
て
そ
の
主
領
獨
直
亮
の
存
在

せ
る
の
ミ
茲
に
そ
の
顚
末
の
亡
ひ
む
こ
と
を
惜
し
ミ
聞
可
ま
ゝ
に

そ
の
大
畧
を
記
し
置
く
も
の
也

明
治
二
十
三
年
十
二
月

落
合
直
澄
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
Ｂ
」
の
後
文
よ
り
少
し
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。
「
Ｃ
」
の
本

文
内
容
を
見
る
と
「
Ｂ
」
を
改
め
て
清
書
し
た
も
の
と
思
え
る
。
字
体
も

素
人
判
断
だ
が
「
Ｂ
」
の
追
記
と
同
じ
で
直
澄
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

十
月
に
聞
き
書
き
し
、
清
書
が
終
わ
っ
た
の
が
十
二
月
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
史
料
は
き
ち
ん
と
和
綴
じ
さ
れ
て
い
て
昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
五

日
の
日
付
が
あ
る
。

な
お
、
権
田
直
助
の
略
暦
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
武
州
入
間
郡
毛
呂
本
郷
ノ
醫
ナ
リ
平
田
派
ノ
学
ヲ
学
ヒ
皇
朝
古
醫
法
ヲ

以
テ
其
名
高
シ
薩
邸
事
件
後
刑
法
官
監
察
司
知
事
及
大
学
校
博
士
ニ
仁
セ

ラ
ル
後
相
州
雨
降
神
社
祠
官
兼
大
教
正
ニ
終
ル
」

（
四
）
各
資
料
の
関
係

「
Ｃ
」
は
「
Ｂ
」
の
清
書
版
と
す
る
と
、
「
Ａ
」
と
「
Ｃ
」
は
ど
う
い

う
関
係
な
の
か
。

既
述
の
力
士
陣
幕
久
五
郎
の
こ
と
は
「
Ａ
」
に
も
「
Ｃ
」
と
ほ
ぼ
同
じ

文
章
と
し
て
出
現
す
る
。
こ
の
こ
と
は
「
Ａ
」
の
原
本
の
作
成
は
少
な
く

と
も
新
聞
記
事
の
出
た
明
治
二
十
三
年
十
二
月
一
日
以
降
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
と
「
Ａ
」
と
「
Ｃ
」
と
の
酷
似
性
（
文
章
の
細
部
ま
で
殆
ど

同
じ
）
か
ら
す
れ
ば
、
「
Ａ
」
の
原
本
は
「
Ｃ
」
を
元
に
し
た
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
。
既
述
の
よ
う
に
「
Ａ
」
は
「
落
合
直
亮
が
後
年
手
記
し
て

家
に
残
し
置
き
た
る
も
の
（
落
合
家
に
原
本
な
し
）
」
と
あ
る
一
方
、「
Ｃ
」

は
直
澄
の
直
亮
か
ら
の
聞
き
書
き
と
思
え
る
。
両
者
は
明
治
二
十
三
年
十

二
月
一
日
以
降
の
成
立
で
し
か
あ
り
得
な
い
が
、
直
澄
に
喋
っ
た
こ
と
が

纏
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
直
亮
が
亡
く
な
る
ま
で
の
五
年
間
に
さ
ら
に
自

分
で
「
Ａ
」
を
書
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
Ｃ
」
は
「
Ａ
」
に
比
べ
新
漢
字
が
多
い
と
い
う
こ
と
や
、
幕
側
と
交

渉
し
た
名
前
が
「
Ａ
」
は
「
関
太
郎
」
と
あ
る
の
に
「
Ｃ
」
は
「
関
一
郎
」

と
あ
る
（
但
し
「
Ｃ
」
に
は
「
関
一
郎
」
が
三
個
所
あ
る
が
、
そ
の
内
一

個
所
は
「
一
」
を
消
し
て
「
太
」
と
し
て
い
る
）
の
は
、
「
Ａ
」
の
原
本

を
「
Ｃ
」
と
す
る
場
合
の
難
点
で
あ
る
が
、
「
Ａ
」
の
印
刷
時
に
修
正
し

た
可
能
性
や
木
村
亀
太
郎
の
写
し
間
違
い
な
ど
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

筆
者
の
推
論
は
「
Ａ
」
の
原
本
は
「
Ｃ
」
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
、

「
落
合
直
亮
が
後
年
手
記
し
て
」
と
い
う
の
は
何
か
の
間
違
い
か
と
思
い
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た
い
の
だ
が
。

（
五
）「
江
戸
薩
邸
事
件
略
記
」
の
文
章

最
後
に
参
考
に
「
Ｃ
」
の
前
半
部
分
と
、
後
半
部
分
を
挙
げ
て
み
る
。

な
お
薩
邸
事
件
に
つ
い
て
は
文
献(

５)

が
詳
し
い
。

【
前
半
部
分
】（
浪
士
隊
結
成
ま
で
）

薩
邸
事
件
畧
記

小
嶌
将
満
落
合
直
亮
権
田
直
助
等
ハ
同
主
義
ノ
為
メ
ニ
無
二
ノ
親
友
ナ
リ

常
ニ
往
来
シ
テ
朝
家
ノ
衰
頽
ヲ
歎
キ
幕
府
ノ
擅
横
外
夷
ノ
跋
扈
ヲ
怒
リ
如

何
ニ
乄
カ
王
政
ニ
復
古
シ

皇
威
ヲ
海
外
ニ
輝
カ
サ
シ
メ
ム
ト
日
夜
苦
慮

し
て

ス
ト
雖
モ
微
力
宿
意
ヲ
達
ス
ル
期
ト
テ
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ

慶
應
三
年
八
月
薩
土
ノ
諸
士
續
々
京
都
ニ
馳
登
リ
國
事
ニ
盡
力
ス
ト
聞
テ

将
満
直
チ
ニ
上
京
シ
テ
錦
小
路
其
他
公
卿
及
薩
土
二
藩
ニ
往
来
シ
西
郷
吉

之
助
ト
結
ビ
遂
ニ
江
戸
薩
邸
ヲ
以
テ
浪
士
ノ
屯
集
所
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ

（
略
）

同
年
十
月
上
旬
将
満
京
都
ヨ
リ
下
向
ス
直
亮
直
助
等
ト
謀
ル
所
ア
リ
テ
諸

有
志
ノ
徒
ヲ
引
卒
シ
テ
江
戸
芝
三
田
町
薩
邸
ニ
屯
集
シ
糺
合
方
（
学
校
ノ

名
）
ヲ
以
テ
本
営
ニ
充
ツ
其
主
領
左
ノ
如
シ

総

監

小
島
四
郎
将
満

變
名
相
樂
総
蔵

副
総
監

落
合
源
一
郎
直
亮

變
名
水
原
二
郎

大
監
察

權
田
直
助

變
名
苅
田

積

同

斉
藤
養
斉

變
名
科
野
東
一
郎

総
員
凡
五
百
人
出
入
不
定

此
時
薩
ノ
本
藩
ハ
大
概
帰
国
又
ハ
上
京
シ
テ
止
マ
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
僅
ニ
留

守
居
添
役
関
太
郎
外
二
三
十
人
ニ
過
キ
ス
貴
重
ナ
ル
財
貨
ハ
悉
ク
輸
シ
去

リ
僅
カ
ニ
数
千
金
ト
木
石
其
他
雑
貨
ノ
運
搬
ニ
不
便
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
残
シ
オ

キ
浪
士
ノ
軍
資
ニ
充
ツ
（
以
下
略
）」

【
後
半
部
分
】（
薩
邸
が
襲
撃
さ
れ
て
浪
士
た
ち
の
脱
出
か
ら
）

浪
士
全
隊
品
川
駅
ニ
至
ル
駅
頭
ヲ
放
火
シ
追
跡
ヲ
防
ク
浪
士
中
品
川
ノ
者

ア
リ
曰
ク
此
ハ
我
家
ナ
リ
放
火
ス
ル
勿
レ
ト
曰
ク
今
日
家
ア
ル
モ
何
ニ
カ

セ
ム
ト
先
ツ
其
家
ヲ
火
ニ
ス
衆
手
ヲ
拍
テ
笑
フ

將
滿
直
亮
等
妓
樓
ニ
入
ル
樓
中
人
ナ
シ
唯
酒
肴
ノ
累
々
タ
ル
ヲ
見
ル
曰
ク

天
吾
輩
ヲ
慰
セ
ム
ト
ス
ル
者
ノ
如
シ
ト
衆
喜
テ
数
杯
ヲ
傾
ク
此
時
幸
ニ
薩

ノ
鳳
翔
丸
碇
泊
セ
リ

鳳
翔
丸
ハ
本
藩
ノ
殘
士
引
揚
ケ
ノ
爲
メ
ニ
來
レ
ル
ナ
リ
廿
日
ニ
出
帆
ス

ヘ
キ
ナ
リ
シ
ガ
都
合
ア
リ
テ
廿
八
日
出
帆
ト
延
期
シ
テ
不
慮
ニ
浪
士
ノ

所
用
ト
ナ
レ
リ

端
舩
数
艘
ヲ
出
シ
テ
本
舩
ニ
投
ス
此
時
砲
臺
碇
泊
ノ
開
陽
丸
（
幕
府
ノ
軍

艦
）
黑
烟
ヲ
上
ク
ル
ヲ
見
ル
驚
キ
テ
本
舩
ヲ
発
ス
後
出
ノ
一
艘
ハ
本
舩
ニ

達
ス
ル
能
ハ
ス
還
テ
羽
根
田
ニ
着
ス

此
徒
岩
波
御
篶
岩
谷
鬼
三
郎
等
數
十
人
道
ヲ
相
州
大
山
ニ
取
リ
御
殿
場

ニ
出
テ
散
乱
ス
戸
宮
十
郎
農
兵
ノ
爲
ニ
砲
撃
セ
ラ
レ
テ
死
ス
原
三
郎
小

川
香
魚
松
田
正
雄
立
川
衡
等
本
国
川
越
ニ
還
リ
領
主
ノ
爲
メ
ニ
追
撃
セ

（
注
２
）

ラ
レ
或
ハ
割
腹
シ
或
ハ
斬
首
セ
ラ
ル

鳳
翔
ハ
小
軍
艦
ニ
シ
テ
開
陽
ハ
幕
府
最
大
軍
艦
ナ
リ
強
弱
比
ス
ベ
ク
モ
非

ス
觀
音
崎
ニ
至
ル
ニ
及
テ
開
陽
ハ
我
ヲ
越
エ
テ
ハ
ヤ
ク
艫
頭
ニ
ア
リ
逆
ニ

我
ヲ
砲
撃
ス
我
之
ニ
應
ゼ
ズ
貫
射
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
二
十
餘
発
帆
柱
折
レ
機

械
損
ジ
浸
水
甚
シ
今
ヤ
進
退
窮
マ
レ
リ
徒
ラ
ニ
魚
腹
ニ
葬
ラ
レ
ム
ヨ
リ
ハ



6/11

寧
ロ
開
陽
ニ
乗
移
リ
討
死
ス
ル
ニ
及
カ
ズ
ト
徐
々
ト
進
航
シ
稍
近
ク
ニ
及

ビ
十
分
ノ
度
ヲ
量
リ
発
砲
ス
ル
三
回
皆
的
中
ス
伊
牟
田
尚
平
舷
ヲ
叩
テ
躍

踊
ス
開
揚
周
章
逃
ケ
去
ル

此
時
開
揚
ノ
軍
師
ハ
榎
本
釜
二
郎
ナ
リ
シ
砲
丸
皆
機
關
ニ
的
中
セ
ル
ヲ

以
テ
引
回
セ
ル
ナ
リ
ト
云
フ
薩
ノ
軍
師
ハ
伊
牟
田
正
平
ニ
シ
テ
其
運
動

悉
ク
同
氏
ノ
指
揮
ニ
出
ツ

船
中
砲
丸
ノ
爲
メ
ニ
宮
林
亀
藏
両
足
ヲ
失
テ
死
ス
此
夜
下
田
港
ニ
泊
シ
損

所
ヲ
修
繕
ス
翌
廿
六
日
発
舩
遠
州
灘
ニ
カ
ヽ
ル
黒
雲
天
ニ
漲
リ
暴
風
浪
ヲ

揚
ケ
危

甚
シ
然
ナ
キ
ダ
ニ
破
舩
自
由
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
此
難
ニ
逢
ヒ
怱
チ
東

サ

南
ニ
吹
流
サ
レ
八
丈
島
黒
瀬
川
ノ
近
傍
ニ
漂
フ
コ
ト
二
晝
夜
陸
戦
ニ
ア
リ

テ
ハ
一
夫
百
夫
ニ
當
ラ
ム
ト
誇
リ
シ
モ
今
ハ
唯
存
亡
ヲ
天
ニ
任
セ
テ
云
甲

斐
モ
ナ
ク
皆
舩
底
ニ
打
倒
レ
テ
起
ツ
者
ナ
キ
ニ
至
ル

此
時
開
揚
再
ビ
追
跡
ス
ト
雖
モ
其
所
在
ヲ
探
求
セ
ズ
シ
テ
還
ル
ト
云
フ

廿
九
日
本
舩
紀
州
尾
鷲
組
九
木
浦
ニ
着
ス
村
民
注
連
引
キ
餅
搗
キ
正
月
ヲ

迎
フ
老
若
集
テ
云
此
頃
江
戸
ニ
浪
人
騒
動
ア
リ
ア
ナ
恐
ロ
シ
キ
事
共
ナ
リ

云
々
ト
誰
カ
此
等
ノ
人
物
皆
浪
人
ナ
リ
ト
知
ラ
ム
ト
衆
笑
フ
落
合
直
亮
伊

牟
田
正
平
坂
田
三
四
郎
ノ
三
名
此
所
ヨ
リ
陸
路
ヲ
伊
勢
大
和
ニ
取
リ
昼
夜

兼
行
シ
テ
上
京
ス

慶
應
四
年
正
月
三
日
山
城
長
池
駅
ニ
着
ス
此
時
既
ニ
伏
見
ノ
戦
争
起
ラ
ム

ト
ス
通
行
甚
タ
苦
ム
道
ヲ
宇
治
ニ
取
リ
稲
荷
山
ヲ
越
エ
テ
京
ニ
入
ル

四
日
直
亮
等
西
郷
吉
之
助
ニ
面
シ
關
東
ノ
顛
末
ヲ
演
ス
氏
喜
テ
曰
ク
予
去

月
三
十
日
二
江
戸
藩
邸
ノ
事
件
ヲ
聞
ケ
リ
予
ハ
昨
三
日
ノ
戰
争
ハ
遂
ニ
ハ

起
ル
ヘ
シ
ト
ハ
推
考
セ
シ
カ
ド
モ
此
ノ
如
ク
速
カ
ナ
ラ
ム
ト
ハ
思
ハ
ザ
リ

キ
然
ル
ニ
此
戰
争
ヲ
早
メ
徳
川
氏
滅
亡
ノ
端
緒
ヲ
開
キ
タ
ル
ハ
実
ニ
貴
兄

等
ノ
力
ナ
リ
感
謝
ニ
堪
ヘ
ス
ト

此
時
本
舩
ハ
神
戸
ニ
着
セ
リ
ト
雖
ト
モ
會
藩
ノ
爲
メ
ニ
擁
撃
セ
ラ
レ
テ
上

陸
ス
ル
能
ハ
ズ
ト
聞
テ
應
援
ヲ
西
郷
氏
ニ
乞
フ
兵
寡
シ
ト
テ
應
ゼ
ズ
將
満

等
長
藝
二
藩
ノ
應
援
ヲ
得
テ
上
陸
ス
ル
ヲ
得
タ
リ

五
日
將
満
上
京
ス
是
ヨ
リ
先
キ
去
十
二
月
中
権
田
直
助
ハ
江
戸
薩
邸
ヲ
脱

シ
門
人
宮
西
諸
助
ヲ
従
ヘ
テ
上
京
シ
テ
五
條
家
ニ
寄
ル
共
ニ
万
死
ヲ
免
レ

テ
弥
々
王
政
復
古
ノ
時
ニ
逢
ヘ
ル
ヲ
賀
ス

薩
邸
事
件
ト
同
時
ニ
原
田
七
郎
同
志
ヲ
募
リ
兵
ヲ
豊
後
ニ
挙
ケ
日
田
陣

屋
ヲ
屠
ラ
ム
ト
シ
テ
失
敗
シ
七
郎
縛
ニ
就
キ
大
阪
ニ
護
送
セ
ラ
ル
舩
中

幕
吏
七
郎
ヲ
汽
鑵
ノ
傍
ニ
繋
キ
焼
キ
殺
ス
ト
云
フ
七
郎
ハ
小
倉
藩
士
原

田
重
枝
（
本
居
門
人
か
へ
し
の
風
の
作
者
）
ノ
弟
ナ
リ
長
ク
関
東
ニ
ア

リ
直
亮
等
ノ
同
志
ナ
リ

（
注
１
）
『
権
田
直
助
翁
詳
傳
』
に
は
「
変
名
苅
田
積
穂
」
と
あ
る
が
、「
大

（
６
）

監
察
」
の
記
述
は
な
い
。
同
書
は
直
助
研
究
の
根
本
資
料
と
い
わ
れ
る
。

（
注
２
）
飯
能
の
天
覧
山
の
登
り
途
中
に
小
川
香
魚
と
父
の
小
川
松
園
の
碑

が
あ
る
。
松
園
の
碑
文
は
直
助
に
よ
る
も
の
で
明
治
八
年
十
月
。
碑
文

の
後
半
に
次
の
よ
う
に
香
魚
の
こ
と
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

「
（
略
）
一
男
を
香
魚
と
い
ふ
。
又
世
の
大
義
を
知
れ
り
。
同(

慶
応)

三
年
と
い
ひ
け
る
年
の
冬
、
世
の
忠
士
等
と
共
に
国
の
た
め
君
の
御
為
、

益
荒
雄
の
と
き
心
振
起
し
勤
め
け
る
に
命
か
ひ
な
く
敵
軍
に
取
圍
ま

れ
、
同
年
の
十
二
月
の
廿
六
日
、
年
二
十
二
に
し
て
入
間
郡
三
芳
野
郷

な
る
岸
村
と
云
ふ
所
に
て
打
死
し
て
世
に
誉
を
遺
し
た
り
け
り
。（
略
）

明
治
八
年
と
い
ふ
年
の
十
月
の
末
つ
か
た

権
少
教
正

源
権
田
直
助

誌
」ま

た
、
香
魚
の
碑
文
は
鷹
州
織
田
完
之
（
歴
史
学
者
）
に
よ
る
も
の

で
大
正
二
年
十
二
月
建
立
。
薩
邸
焼
打
ち
時
の
脱
出
と
幕
府
に
通
じ
て

い
た
侠
客
を
討
ち
果
た
し
た
こ
と
、
農
兵
に
包
囲
さ
れ
自
刃
し
た
こ
と

な
ど
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
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二
、
あ
る
紀
行
文
に
み
る
逸
事

筆
者
の
住
む
羽
村
市
の
図
書
館
で
『
東
国
民
衆
史
』
と
い
う
雑
誌
を
た

ま
た
ま
見
た
の
は
五
、
六
年
も
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
雑
誌
の
主
催
者

は
羽
村
の
桜
沢
一
昭
氏
で
、中
里
介
山
の
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
。

そ
の
雑
誌
の
四
号
か
ら
十
号
ま
で
の
七
回
に
渡
っ
て
桜
沢
氏
は
「
覚
書
・

権
田
直
助
伝
」
を
連
載
し
て
い
る
。
昭
和

年
か
ら

年
の
こ
と
で
あ
る
。

55

59

今
年
（
平
成

年
）
に
な
っ
て
改
め
て
読
ん
で
み
た
が
、
質
・
量
と
も
優

28

れ
た
権
田
直
助
の
伝
記
で
あ
る
。

そ
の
連
載
の
二
回
目
に
府
中
大
國
魂
神
社
（
六
所
宮
、
く
ら
や
み
祭
り

で
有
名
）
の
神
官
で
国
学
者
・
歌
人
で
も
あ
る
猿
渡
盛
章
（
一
七
九
〇
～

さ
わ
た
り
も
り
あ
き
ら

一
八
六
三
）
の
紀
行
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
漫
遊
雑
記
」

（
７
）

と
題
す
る
も
の
の
中
の
高
麗
入
間
を
旅
し
た
と
き
の
一
部
で
、
安
政
三
年

(

一
八
五
六)

九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
旅
で
猿
渡
は
権
田
直
助
の
家
に

図２．小川香魚の碑
（飯能市・天覧山登り途中）

二
泊
し
て
い
る
。

記
事
は
当
然
盛
章
が
感
じ
た
こ
と
で
占
め
ら
れ
て
い
て
直
助
の
考
え
な

ど
は
出
て
来
な
い
が
、直
助
を
知
る
傍
証
と
し
て
は
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

改
め
て
「
漫
遊
雑
記
」
の
資
料
を
入
手
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
旅
だ
っ

（
８
）

た
の
か
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

安
政
三
年
九
月
廿
二
日
盛
章
は
府
中
を
発
ち
、
途
中
下
新
井
（
所
沢
）

を
経
由
し
て
廿
四
日
に
上
鹿
山
（
日
高
）
の
八
剱
明
神
（
現
在
の
高
麗
川

神
社
）
に
到
着
、
神
官
田
中
能
登
と
野
々
宮
明
神
の
高
尚
主
殿
に
迎
え
ら

れ
る
。
と
も
に
六
所
宮
と
は
昔
か
ら
の
関
係
が
あ
る
よ
う
だ
。
翌
廿
五
日

は
近
く
で
過
ご
し
、
廿
六
日
は
多
和
目
の
知
り
合
い
が
来
て
高
麗
の
聖
天

院
に
行
く
。
そ
し
て
廿
七
日
は
多
和
目
か
ら
毛
呂
本
郷
に
入
り
、
権
田
直

助
を
訪
ね
主
殿
・
能
登
と
共
に
権
田
宅
に
止
宿
。
廿
八
日
は
葛
貫
村
の
住

吉
明
神
の
宮
崎
縫
殿
之
助
も
加
わ
り
、
大
谷
村
（
越
生
）
の
「
お
ほ
や
か

は
ら
」
に
赴
き
、
戻
っ
て
こ
の
日
も
権
田
宅
に
泊
ま
る
。
廿
九
日
は
毛
呂

の
飛
来
明
神
・
八
幡
宮
の
祭
礼
（
流
鏑
馬
）
を
見
学
後
権
田
直
助
と
別
れ
、

葛
貫
の
嘉
元
の
板
碑
な
ど
見
学
。
そ
の
後
は
野
々
宮
・
新
堀
村
・
女
影
村

な
ど
を
経
由
し
て
十
月
三
日
に
帰
宅
し
て
い
る
。

少
し
詳
細
に
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
二
十
七
日
の
原
文
か
ら
。

「
廿
七
日
昼
餉
過
し
て
此
里
な
る
重
勝
庵
へ
立
寄
る
こ
ハ
河
村
氏
か
祖

先
三
代
を
葬
り
た
る
所
に
て
庵
に
ハ
代
々
の
簒
牌
を
収
め
た
り
香
花
な

ど
手
向
れ
バ
尼
僧
出
逢
て
茶
を
す
ゝ
む
そ
こ
よ
り
毛
呂
本
郷
権
田
直
助

＊

が
り
志
し
出
た
つ
主
殿
能
登
貞
之
丞
従
ひ
来
つ
其
夜
ハ
権
田
氏
に
や
ど

り
ぬ
あ
る
じ
ハ
か
ね
て
田
中
河
口
な
ど
よ
り
名
刺
送
り
た
り
し
人
に
て

皇
国
の
医
法
を
弘
む
る
事
に
深
く
心
を
よ
せ
古
学
の
す
ぢ
を
も
い
と
よ

く
意
得
た
り
ね
も
こ
ろ
に
饗
し
て
夜
ふ
く
る
迄
語
ら
ひ
て
ふ
し
ぬ

ア
ル
ジ
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＊
〔
追
記
〕
按
に
毛
呂
ハ
往
昔
諸
ノ
君
の
程
な
と
の
住
け
る
地
な
ら
む
か
猶
考

べ
し
」

前
半
の
河
村
氏
云
々
は
盛
章
の
妻
の
実
家
に
関
係
す
る
こ
と
ら
し
い
。

「
田
中
河
口
な
ど
よ
り
名
刺
送
り
た
り
し
」
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
筆

者
に
は
不
明
。
こ
の
日
の
「
其
夜
ハ
権
田
氏
に
や
ど
り
ぬ
」
と
あ
り
直
助

宅
に
泊
ま
っ
て
い
る
。

二
十
八
日
は
直
助
と
宮
崎
縫
殿
之
助
の
案
内
で
、
万
葉
集
東
歌
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
大
谷
村
の
「
お
ほ
や
が
は
ら
」
に
遊
ぶ
。
歌
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。（
万
葉
集

巻
十
四
の3

3
7
8

）

伊
利
麻
治
能

於
保
屋
我
波
良
能

伊
波
為
都
良

比
可
婆
奴
流
奴
流

和
尓
奈
多
要
曽
祢

（
い
り
ま
じ
の

お
ほ
や
が
は
ら
の

い
わ
い
つ
ら

ひ
か
ば
ぬ
る
ぬ
る

わ
に
な
た
え
そ
ね
）

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
お
ほ
や
が
は
ら
」
の
場
所
は
諸
説
あ
る
。

「
廿
八
日
か
ね
て
海
東
関
左
が
か
た
ら
ひ
た
る
万
葉
集
な
る
お
ほ
や
か

は
ら
ハ
大
谷
村
を
い
ふ
な
る
べ
し
と
い
へ
る
事
の
耳
に
と
ゝ
ま
れ
る
を

其
旧
蹟
尋
ね
ま
ほ
し
く
権
田
直
助
宮
崎
縫
殿
之
助

主
殿
貞

明葛
神貫
祠村
官諏
訪

之
丞
な
ど
伴
ひ
て
平
山
上
野
越
生
和
田
村
な
ど
打
過
て
大
谷
村
に
至
る

こ
ゝ
ハ
比
企
郡
の
界
な
り
」

「

」
と
あ
る
の
は
住
吉
明
神
の
間
違
い
だ
ろ
う
。
続
い
て

明葛
神貫
祠村
官諏
訪

万
葉
集
東
歌
に
入
り
、
徐
々
に
詳
し
く
な
る
。

「
此
あ
た
り
岡
の
間
ハ
稲
田
長
く
つ
ゞ
き
て
そ
こ
を
お
ほ
や
か
は
ら
と

い
う
岡
伝
へ
に
深
く
分
入
れ
は
高
砂
と
い
ふ
地
あ
り
水
の
面
ハ
沼
繩
す

池
カ

き
間
も
な
く
生
し
げ
れ
る
を
此
地
の
方
言
に
イ
ワ
ッ
ツ
ラ
と
い
ふ
是
な

ん
万
葉
に
い
は
ゐ
つ
ら
と
よ
め
る
物
な
ら
む
と
ぞ
里
人
語
伝
へ
た
る
其

地
よ
り
少
し
く
山
田
を
隔
て
ゝ
大
亀
の
沼
と
い
ふ
も
あ
り
こ
ハ
高
砂
池

よ
り
大
に
し
て
こ
ゝ
に
も
蒪
莱
を
生
せ
り
昔
ハ
ひ
と
つ
ゞ
き
の
沼
な
る

ヌ
ナ
ハ

べ
く
覚
ゆ
按
に
万
葉
武
蔵
歌
に

入
間
路
の
お
ほ
や
か
は
ら
の
伊
波
為
づ
ら
ひ

イ

ハ

ヰ

か
ば
ぬ
ら

く
わ
に
な
た
え
そ
ね

（
る
）

と
見
え
同
じ
く
上
野
歌
に
か
ミ
つ
け
ぬ
か
ほ
よ
が
沼
の
い
は
ゐ
づ
ら
と

も
よ
め
り
此
外
古
歌
ど
も
に
も
聞
え
ず
名
義
も
詳
な
ら
す
師
説
に
何
れ

サ
ダ
カ

に
も
あ
れ
水
中
に
は
ひ
ひ
ろ
ご
れ
る
蘰
草
な
り
」

現
在
、
大
亀
沼
（
越
生
町
大
谷
）
の
脇
に
は
「
大
谷
ヶ
原
萬
葉
公
園
」

の
看
板
が
立
つ
。
「
高
砂
」
の
地
名
も
詳
細
な
地
図
を
み
る
と
あ
る
。
猿

渡
は
「
イ
ワ
ッ
ツ
ラ
」
は
土
地
の
言
葉
で
あ
り
「
い
は
ゐ
つ
ら
」
に
繋
が

る
と
言
い
、
沼
縄
は
蓴
菜
で
あ
り
蓴
菜
と
言
う
。

ぬ
な
わ

じ
ゆ
ん
さ
い

歌
は
男
女
の
仲
を
女
の
側
か
ら
詠
ん
で
、
入
間
路
に
あ
る
大
家
が
原
の

い
わ
い
蔓
の
つ
る
を
引
け
ば
ぬ
る
ぬ
る
続
く
よ
う
に
私
と
の
仲
を
絶
や
さ

な
い
で
欲
し
い
、
と
い
う
も
の
。
上
野
歌
と
い
う
の
は
調
べ
る
と
巻
十
四

の3
4
1
6

に
類
歌
「
上
つ
毛
野
可
保
夜
が
沼
の
い
は
ゐ
つ
ら
引
か
ば
ぬ
れ
つ

つ
我
を
な
絶
え
そ
ね
」
の
こ
と
で
、
ど
ち
ら
か
の
歌
が
影
響
し
て
別
の
土

地
で
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
ら
し
い
。

こ
の
あ
と
盛
章
は
「
い
は
ゐ
つ
ら
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
て

い
る
が
、
筆
者
に
解
説
す
る
能
力
は
な
い
の
で
掲
載
の
み
と
す
る
。

「
伊
ハ
発
語
に
て
為
ハ
此
の
通
音
な
り
そ
ハ
大
炊
ノ

寮
ハ
大
火
ノ

司
の

イ

ヰ

ヒ

オ
ホ
ヰ

オ
ホ
ヒ

義
な
る
べ
き
に
和
名
抄
に
於
保
為
乃
豆
加
佐
と
か
き
神
楽
歌
に
円
居
を

オ

ホ

ヰ

ノ

ツ

カ

サ

マ
ト
ヰ

満
登
比
法
華
験
記
に
山
城
ノ
国
の
神
奈
備
を
神
奈
井
旧
本
今
昔
物
語
に

マ

ト

ヒ

カ
ミ
ナ

ビ

カ
ミ
ナ

ヰ
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池
の
そ
こ
ひ
を
底
井
と
も
書
き
堀
河
百
首
頼
政
集
な
ど
に
逢
初
に
藍
染

ソ
コ
ヰ

ア
ヒ
ソ
メ

ア
ヰ
ソ
メ

を
よ
せ
平
家
物
語
鵼
の
段
源
平
盛
衰
記
三
位
入
道
ノ
歌
の
脱
明
日
井
集

（
カ
）

な
ど
に
椎
に
四
位
を
よ
せ
夫
木
抄
鷹
ノ
部
源
ノ
仲
正
が
歌
後
拾
遺
左
大

シ
ヒ

シ

ヰ

臣
の
歌
な
ど
に
鷹
の
木
居
を
恋
に
よ
せ
し
た
ぐ
ひ
い
と
多
か
る
も
ひ
が

コ

ヰ

事
に
ハ
あ
ら
ず
と
い
は
れ
し
に
よ
り
て
波
為
ハ
這
に
て
水
の
面
に
蔓
の

ハ

ヰ

ハ
ヒ

は
ひ
ゝ
ろ
ご
れ
る
よ
り
負
し
名
と
す
る
時
ハ
名
義
も
明
ら
か
な
り
」

盛
章
は
大
家
が
原
の
地
名
に
も
言
及
し
、
大
在
家
村
（
大
家
村
か
？
）

か
、
こ
の
大
谷
村
か
と
決
め
兼
ね
て
い
る
。
最
後
は
自
分
の
歌
で
し
め
く

く
っ
て
い
る
。

「
さ
て
お
ほ
や
か
は
ら
ハ
和
名
抄
入
間
ノ
郡
ノ
郷
名
大
家
ハ
於
保
也
介

オ

ホ

ヤ

ケ

と
も
見
え
今
も
此
郡
に
あ
る
大
在
家
村
と
い
ふ
な
ら
む
か
此
大
谷
村
の

事
な
ら
む
か
詳
に
ハ
究
め
か
た
し
此
大
谷
て
ふ
里
お
ほ
や
か
は
ら
な
ら

サ
タ
カ

む
に
ハ
彼
い
は
ゐ
つ
ら
と
よ
め
る
ハ
蒪
莱
の
別
名
と
も
い
ひ
つ
べ
し

ヌ
ナ
ハ

入
間
路
に
あ
り
と
き
く
な
る
い
は
ひ
つ
ら

は
ひ
か
く
れ
て
も
年
を
ふ
る
か
な
」

因
み
に
「
お
ほ
や
が
は
ら
」
の
諸
説
の
場
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
碑
が
建
っ

て
い
る
。
日
高
市
大
谷
沢
（
碑
は
平
成
元
年
建
立
）
、
坂
戸
市
森
戸
（
同

昭
和
五
十
七
年
）
、
越
生
町
図
書
館
前
（
同
平
成
八
年
）
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
こ
の
地
こ
そ
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
狭
山
市
役
所
の

庭
に
も
大
き
な
碑
（
同
昭
和
六
十
一
年
）
が
あ
る
。

盛
章
ら
は
こ
の
あ
と
和
田
村
（
越
生
町
西
和
田
）
に
入
り
、
内
裡
明
神

（
春
日
明
神
）
を
訪
ね
、
内
裡
山
と
い
う
小
山
に
登
る
。
そ
こ
で
奇
事
を

経
験
す
る
。
現
在
の
春
日
神
社
か
ら
琴
平
神
社
あ
た
り
で
あ
る
。
両
神
社

の
間
は
今
は
八
高
線
が
通
っ
て
い
る
。
『
風
土
記
稿
』
に
は
「
春
日
社
」

（
９
）

は
「
内
裡
明
神
」
と
も
称

し
た
と
あ
る
が
、「
金
比
羅
」

の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な

い
。『
風
土
記
稿
』
が
書
か

れ
た
化
政
期
に
は
ま
だ
現

在
の
琴
平
神
社
は
無
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
小

山
の
頂
上
に
琴
平
神
社
が

あ
り
こ
れ
が
内
裡
山
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
麓
の
登
り

口
に
は
「
金
刀
比
羅
大
権

現
」
の
標
識
が
あ
る
。

「
こ
ゝ
の
農
家
に
権
田

氏
が
ゆ
か
り
の
も
の
あ
り
と
て
立
寄
る
に
盃
と
う
て
ゝ
人
々
も
休
ら
へ

り
又
こ
ゝ
に
隣
れ
る
和
田
村
と
い
ふ
に
里
人
内
裡
明
神
と
も
春
日
明
神

と
も
い
ふ
社
あ
り
霊
実
ハ
脇
差
や
う
の
古
刀
な
り
と
ぞ
翌
ハ
祭
祀
あ
り

ミ
タ
マ
ジ
ロ

と
て
里
人
あ
ま
た
集
ひ
居
た
り
社
の
傍
に
騎
射
の
馬
場
あ
り
此
馬
場
よ

り
登
る
ひ
と
つ
の
山
あ
り
高
さ
八
九
間
ほ
ど
も
あ
り
ぬ
べ
し
是
を
内
裡

山
と
も
よ
ぶ
上
古
の
古
墳
な
ど
の
さ
ま
し
た
り
乙
辺
川
に
添
た
る
所
な

り
俚
談
に
む
か
し
高
貴
の
人
の
さ
す
ら
ひ
て
此
所
に
住
給
ふ
所
な
り
と

い
ふ
攀
登
れ
バ
山
上
に
金
比
羅
の
祠
有
さ
て
此
山
上
に
ひ
と
つ
の
奇
事

あ
り
彼
金
比
羅
の
祠
の
ほ
と
り
に
二
三
尺
或
ハ
四
五
尺
も
あ
る
べ
き
石

か
な
た
こ
な
た
に
打
ち
り
た
る
其
中
な
る
一
の
石
の
上
に
針
盤
を
居
れ

ジ
シ
ヤ
ク

ハ
其
針
盤
方
を
さ
す
事
能
ハ
ず
と
い
ひ
伝
へ
た
り
い
と
あ
や
し
く
思
ひ

て
縫
融
之
助
か
携
へ
来
れ
る
針
盤
を
出
し
て
試
む
る
に
里
人
ら
が
い
へ

る
が
如
し
其
石
よ
り
八
九
尺
或
は
二
間
ば
か
り
も
離
れ
て
試
れ
バ
常
の 図３．万葉の歌碑（日高市大谷沢）
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こ
と
く
用
を
な
す
い
か
な
る
放
と
も
し
ら
れ
ず
奇
と
い
ふ
べ
し
こ
よ
ひ

も
権
田
氏
に
帰
リ
て
や
と
り
ぬ
」

高
貴
の
人
と
は
誰
か
。
春
日
神
社
境
内
に
は
「
藤
原
大
納
言
遠
峯
・
季

綱
邸
蹟
」
と
刻
し
た
碑
が
あ
り
、
『
風
土
記
稿
』
に
は
「
藤
原
季
綱
舊
跡

字
内
裡
に
あ
り
、
此
地
昔
藤
原
季
綱
が
配
せ
ら
れ
て
謫
居
せ
し
所
な
り
と
云
、
季
綱

後
に
横
見
郡
吉
見
領
御
所
村
へ
移
り
し
と
云
傳
ふ
、
然
に
土
人
は
季
綱
親
王
と
號
す

る
は
全
く
誤
な
る
べ
し
、
（
略
）
お
も
ふ
に
越
生
氏
の
祖
、
大
納
言
藤
原
遠
峯
な
ど

の
邸
蹟
な
ど
に
や
」
と
あ
る
。
ま
た
『
風
土
記
稿
』
に
は
誤
り
と
し
て
い

る
が
毛
呂
太
郎
の
記
述
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
深
入
り
は
止
め
て
お
こ
う
。

奇
事
と
は
「
針
盤
」
が
狂
う
こ
と
で
あ
る
。
石(

岩)

に
は
磁
鉄
鉱
か
何

か
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
筆
者
は
登
山
用
コ
ン
パ
ス
（
磁
石
）
を

持
っ
て
琴
平
神
社
に
行
っ
て
み
た
。
鳥
居
の
前
方
（
南
西
）
に
は
直
径
50

～

㎝
位
の
石(

岩)

が
点
在
す
る
が
、
ど
の
石
の
上
に
コ
ン
パ
ス
を
置
い

100
て
も
正
常
に
方
位
を
示
し
た
。
が
、
小
社
の
裏
側
に
あ
る
少
し
大
き
な
岩

の
上
に
コ
ン
パ
ス
を
置
い
た
ら
、明
ら
か
に
お
か
し
な
示
し
方
に
な
っ
た
。

北
を
指
す
べ
き
針
が
西
や
南
西
を
指
し
安
定
し
な
い
。
記
述
が
少
し
裏
付

け
ら
れ
た
格
好
に
な
っ
た
。
な
る
ほ
ど
…
…

さ
て
、
こ
の
日
は
権
田
宅
に
泊
ま
る
（
二
泊
目
）
。
翌
二
十
九
日
は
流

鏑
馬
祭
り
で
、
盛
章
は
「
古
雅
な
る
事
に
覚
ゆ
」
と
綴
っ
て
い
る
。
直
助

と
の
別
れ
を
惜
し
む
。

「
廿
九
日
秋
の
か
き
り
も
け
ふ
あ
す
と
な
り
ぬ
毛
呂
の
や
ど
り
を
立
出

る
時
に野

に
山
に
こ
ゝ
ろ
を
そ
め
し
秋
も
あ
れ
と

別
れ
を
し
き
ハ
君
か
宿
哉

け
ふ
ハ
此
里
の
産
神
飛
来
明
神
八
幡
宮
両
社
の
祭
礼
な
り
と
て
里
の
う

ウ
フ
ス
ナ

ち
い
と
に
ぎ
は
し
権
田
氏
が
道
し
る
べ
に
て
先
社
頭
へ
詣
づ
神
主
ハ
紫

原
伊
勢
と
い
ふ
圭
田
十
石
を
賜
ふ
此
辺
の
村
々
よ
り
鞍
馬
三
匹
を
出
し

其
年
の
役
に
当
り
た
る
里
人
競
馬
ま
た
騎
射
を
と
り
行
ふ
近
隣
の
里
よ

り
詣
る
人
道
も
さ
り
あ
へ
ず
此
あ
た
り
の
神
事
な
り
と
い
へ
り
立
夫
ら

む
と
す
る
頃
彼
競
馬
の
も
の
来
れ
り
古
雅
な
る
事
に
覚
ゆ
」

こ
こ
の
説
明
は
不
要
だ
ろ
う
。
祭
礼
は
流
鏑
馬
祭
り
で
あ
る
。
流
鏑
馬

の
後
は
葛
貫
村
の
「
嘉
元
の
板
碑
」
の
見
学
を
し
、
い
よ
い
よ
直
助
と
の

別
れ
で
あ
る
。

「
さ
て
畑
中
の
ミ
ち
を
右
の
方
へ
入
れ
ハ
い
と
大
な
る
青
石
の
板
碑
た

て
り
高
さ
壱
丈
ば
か
り
幅
弐
尺
五
寸
程
上
に
梵
字
あ
り
中
に
嘉
元
四
季

二
月
三
日
時
正
敬
白
と
あ
り
て
左
右
に
二
行
づ
ゝ
に
細
字
あ
れ
ど
皆
ま

で
ハ
老
眼
に
ハ
よ
み
か
ね
た
り
大
字
ハ
草
書
に
て
頗
る
古
雅
也
め
つ
ら

し
き
大
碑
な
り
す
べ
て
此
あ
た
り
ふ
る
き
地
な
れ
バ
古
碑
な
ど
ハ
か
な

た
こ
な
た
に
い
と
多
け
れ
ど
な
べ
て
な
る
ハ
書
も
と
ゞ
め
ず
こ
ゝ
に
て

直
助
に
わ
か
れ
葛
貫
村
住
吉
明
神
に
詣
づ
こ
も
小
社
な
が
ら
旧
地
と
お

ぼ
し
神
官
宮
崎
縫
殿
之
助
が
家
ハ
社
の
傍
に
あ
り
き
の
ふ
契
置
た
れ
ば

下
ま
つ
頃
に
て
ね
も
こ
ろ
に
あ
る
じ
せ
り
と
か
く
し
て
夕
さ
り
が
た
野

々
宮
に
帰
り
き
よ
め
る
歌

う
れ
し
く
も
む
す
ふ
か
り
ね
の
枕
か
な

千
く
さ
花
咲
野
の
宮
の
秋
」

こ
の
と
き
、
盛
章
六
十
七
歳
、
直
助
四
十
八
歳
。
こ
こ
で
は
直
助
の
言

葉
な
ど
は
出
て
来
な
い
の
で
ど
の
よ
う
な
思
い
で
い
た
の
か
は
不
明
。
二

人
の
関
係
は
国
学
で
の
結
び
付
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
後
の
二

人
の
関
係
も
不
明
で
あ
る
。
盛
章
は
開
明
的
で
国
際
情
勢
に
も
関
心
を
持
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ち
、
嘉
永
六
年
の
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の
年
の
十
二
月
に
は
寺
社
奉
行
安
藤

長
門
守
宛
て
に
開
国
論
を
上
申
し
た
と
い
う
か
ら
、
尊
王
攘
夷
の
直
助
と

（
１
０
）

は
少
し
立
場
が
異
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
直
助
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
く
す
し
の
一
言
」
で
、「
何
の
醫
流
に

（
１
１
）

ク
ス
シ
ブ
リ

て
も
、
其
ノ
術
を
得
れ
ば
病
癒
、
其
ノ
術
得
ざ
れ
ば
癒
ず
。
又
如
何
に
術

ワ
ザ

ヤ
マ
ヒ
イ
エ

は
得
た
り
と
も
、
運
命
の
限
れ
ら
む
を
ば
爲
方
の
無
キ
も
の
な
れ
ば
、
能

セ
ム
ス
ベ

ク
心
を
平
か
に
し
て
世
間
の
萬
ヅ
の
事
に

比
挍

て
、
専
ラ
君
親
に
事
フ

タ
ヒ
ラ

ヨ
ノ
ナ
カ

オ
モ
ヒ
ク
ラ
ベ

る
心
を
先
と
し
て
、
醫
の
業
は
爲
べ
き
な
り
」
と
述
べ
て
皇
国
医
道
を
勧

ク
ス
シ

ナ
ス

め
、
「
武
蔵
野
草
醫
源
権
田
直
助
述
」
と
署
名
し
た
の
は
猿
渡
盛
章
が
旅

し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
平
成
二
八
年
初
稿
、
令
和
元
年
十
月
終
稿
）

参
考
文
献

(

１)

「
薩
邸
事
件
略
記
」
「
江
戸
薩
邸
事
件
略
記
」
「
薩
邸
事
件
」
（
八
王
子
市
郷
土

資
料
館
蔵
落
合
家
文
書
）

(

２)

『
幕
末
の
八
王
子
ー
西
洋
と
の
接
触
ー
』（
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
平
成

年
）

26

(

３)

信
濃
教
育
会
諏
訪
部
会
『
相
楽
総
三
関
係
史
料
集
』
（
合
同
出
版
、
初
版
昭
和

年
、
復
刻
昭
和

年
）

14

50

(

４)

高
木
俊
輔
「
草
莽
落
合
源
一
郎
覚
書
」（
『
東
国
民
衆
史
』
第
５
号
）

(

５)

長
谷
川
伸
『
相
楽
総
三
と
そ
の
同
志
』（
講
談
社
学
術
文
庫2280

）

(

６)

『
徳
育
資
料
第
二
編

権
田
直
助
翁
詳
傳
』
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）

(

７)

桜
沢
一
昭
「
覚
書
・
権
田
直
助
伝(

二)

」
東
国
民
衆
史
５
号
、
昭
和

年
56

(

８)

府
中
市
教
育
委
員
会
『
猿
渡
盛
章
紀
行
文
集
』
府
中
市
郷
土
資
料
集
４
、
昭
和

年
55

(

９)

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
第
九
巻
（
雄
山
閣
、
昭
和

年
）

56

(
)

府
中
市
教
育
委
員
会
『
新
版
府
中
市
の
歴
史
』（
平
成

年
）

10

18

(
)

権
田
直
助
「
く
す
し
の
一
言
」
（
『
国
学
大
系
第
二
十
巻

権
田
直
助
集
』
、
地

11
平
社
版
、
昭
和

年
）

19

（
『
あ
ゆ
み
』
第

号
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
に
掲
載
）

44

薩州屋敷焼擊之図（歌川国輝(三代)画、明治24年）

特別展「激動の幕末 in練馬」
（練馬区立石神井公園ふるさと文化館、平成31年1月）より


